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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成30年4月12日(2018.4.12)

【公開番号】特開2017-79877(P2017-79877A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2015-209125(P2015-209125)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３３４Ｃ
   Ａ６１Ｂ    1/00     ３００Ｐ
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成30年3月1日(2018.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４８】
　起立台アセンブリ４９は図４、図５のように一体的に組み立てられて、図７のように先
端部本体３０の所定の収容部に収容保持されて先端部２０内に固定される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７５】
　細径部６４は、太径部６３の起立レバー５２側に隣接して設けられ、円柱状に形成され
る。また、細径部６４の外径は太径部６３の外径よりも小さく、シール部材９２（図９参
照）が外嵌される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　また、起立台回転軸部６２とレバー回転軸部８０との連結位置がシール部材９２よりも
起立レバー５２側に配置されるため、起立台回転軸部６２とレバー回転軸部８０との連結
部分の隙間や起立台収容溝４５側からのレバー収容空間５６Ａに血液や水等が入り込むこ
とはなく、また、シール部材９２よりも起立台収容溝４５側において血液や水等が入り込
む部材間の連結部分も存在しない。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０１１４】
　１…超音波検査システム、２…超音波内視鏡、３…超音波用プロセッサユニット、４…
内視鏡用プロセッサユニット、５…光源装置、６…モニタ、１０…挿入部、１１…操作部
、１４…ユニバーサルコード、１５…軟性部、１６…湾曲部、２０…先端部、２１…アン
グルノブ、２４…起立操作レバー、３０…先端部本体、４１…処置具導出部、４２…観察
窓、４５…起立台収容溝、４６Ｒ、４６Ｌ…隙間部、４６ＲＦ、４６ＬＦ…幅狭隙間部、
４６ＲＮ、４６ＬＮ…幅広隙間部、４７Ｒ、４７Ｌ…起立台収容溝側面、４８Ｒ、４８Ｌ
…誘い込み部、４９…起立台アセンブリ、５０…起立台、５０Ａ…ガイド面、５１…アセ
ンブリ本体、５２…起立レバー、５５Ａ…処置具挿通孔、５６…レバー収容部、５６Ａ…
レバー収容空間、５７…軸受孔、６０…起立台本体、６１…支持部、６２…起立台回転軸
部、７０…近位端部、７１…遠位端部、７２Ｒ、７２Ｌ…起立台側面、７２ＲＦ、７２Ｌ
Ｆ…遠位端部側側面、７２ＲＮ、７２ＬＮ…近位端部側側面、８０…レバー回転軸部、８
１…ワイヤ連結部、９１…シール溝、９２…シール部材、１００…超音波観察部、１１２
…コントロールケーブル、１１３…操作ワイヤ、１１４…ガイド管
【手続補正５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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